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2000 年 1 月から 2007 年 12 月までに行われた大腸癌手術症例のう
ち、R0 が得られた Stage Ⅰ-ⅢB までの 771 例を対象とした。771 例
の全例に対して PWC が施行されていた。PWC は胃癌取扱い規約に準じ
て行い、さらに粘液染色を全例で追加した。なお、無再発生存率に
ついては log-rank 検定を用いた。 
【結果】 
全 771 症例の観察期間中央値は 38.4 か月（±26.0 か月）、5 年間




骨＝22:18:10:9:6:1 例であった。腹膜播種をきたした 10 例のうち、
CY1 症例は 6 例であった。一方、771 例中 CY1 症例は 21 例であり、
腹膜播種再発は 6/21 例（28.6％）であった。腹膜再発以外で再発症
例は 4 例あり、肝転移 2 例、肺転移 1 例、局所再発、1 例を認めた。
CY1 症例 21 例の壁深達度の内訳は、SI:SE:SS:MP:SM=0:12:7:2:0 で
あった。CY1 と陰性症例の無再発生存期間を比較すると、CY1 症例は
明らかに予後不良（5 年無再発生存率 46.8％）であった（p<0.001）。 
 
【考察】 
CY1 症例で腹膜再発をきたす割合は 28.6％と低く、CY1 をそのまま
P1 と考えることはできない。しかしながら、CY1 症例は 5 年間で
53.2％が再発しており、再発予後不良因子となりうる。壁深達度に
ついても、ＳＩ症例は存在せず、SS、MP 症例でも CY1 症例が存在し
ているため、PWC を行うことで、再発予後予測ができる。 
 
【結語】 
大腸癌において、腹水洗浄細胞診陽性は、再発予測因子となりう
る。 
